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1971年 SrTiOaについて発見され,何か新 しい "セントラルモー ド〝による散乱であ
るのか否かが問題となっている(.1)我々はこれに答えるために光学的に良質な単結晶を
作成 し,KH3(SeO3)2では,as-grown結晶に現われたCP(図 1)は,結晶が転移点


































る散乱 (Brilouin線 )と CP(Rayleigh 線 )の相対強度の温度変化がD置換によってど
のように変わるかを測定した結果を示す｡ (ソフトモー ドに対するアイソトー プ効果は
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のソフ トモー ドの比較 Aリは yzshearwave(ソフ トモー
ド)によるブ リルマンシフ トであ り(Aリ)2∝C44の関係
がある｡
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